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確率基 (Ω,F , (Ft)t∈R+ ,P)上に定義された次の一次元非正規確率微分方程式 (LSDE)を考える:

dXt = A(Xt)dt+ C(Xt−)dZt. (0.1)

ここで, 各構成要素は以下を満たすと仮定する.

• X0 は F0-可測な初期変数.

• Z は初期変数X0と独立な Brownian要素を持たない標準化された Lévy過程であり, 任意次のモーメ
ントを持つ.

• 係数 A : R 7→ R, C : R 7→ Rは Lipschitz連続関数.

(0.1)の解過程X から高頻度離散データ (Xtn0
, . . . , Xtnn

)を観測したという状況下で, 以下の LSDEモデルを
想定する:

dXt = a(Xt, α)dt+ c(Xt−, γ)dZt. (0.2)

ここで, 観測時間列 {tnj }j∈{1,...,n} は nhn → ∞, nh2
n → 0を満たす正数列 hn を用いて tnj = jhn と書ける

とし, 係数 a : R × Θα 7→ Rと c : R × Θγ 7→ Rの関数形は推定対象である未知パラメータ θ := (α, γ) ∈
Θ := Θα ×Θγ ⊂ Rpを除いて既知であるとする. 本研究では特に, 真の係数 (A(·), C(·)) が想定する関数族
{(a(·, α), c(·, γ)) : θ ∈ Θ}に属さない, いわゆるモデルの誤特定状況を想定する.
モデル特定下においては, 正規型疑似尤度を用いることで, θ の推定が可能であることが知られている

[2]. 本研究では, モデル誤特定下における正規型疑似最尤推定量 θ̂n の漸近挙動を与える (定理 1, 定理 2)
とともに, その導出過程において重要な役割を果たす [1] により導入された Extended Poisson equation に
ついても概説する.

定理 1 (裾確率評価). 任意の L > 0と r > 0について, ある正定数 CL が存在し,

sup
n∈N

P (|
√
nhn(θ̂n − θ⋆)| > r) ≤ CL

rL
.

定理 2 (漸近正規性). ある正定値行列 Σと正則行列 Γについて,√
nhn(θ̂n − θ⋆)

L−→ N(0,Γ−1Σ(Γ−1)⊤).
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